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１ 単元名  めざせころび方名人！ 

（体つくりの運動遊び 多様な動きをつくる運動遊び・体のバランスをとる運動遊び） 

 

２ 単元の目標 

○多様な動きをつくる運動遊びの行い方を知るとともに、体のバランスをとる動きをして遊ぶことができるようにする。                                 

(知識及び運動） 

○多様な動きをつくる遊び方を工夫するとともに、考えたことを友達に伝えることができるようにする。                          

（思考力、判断力、表現力等） 

○多様な動きをつくる運動遊びに進んで取り組み、きまりを守り誰とでも仲よく運動したり、場の安全に気を付けたり

することができるようにする。      （学びに向かう力、人間性等） 

                                 
 
３ 単元の評価規準 
 

知識・運動 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

◆体のバランスをとる動きをして

遊ぶことができる。 

 

◆多様な動きをつくる運動遊びで、

友達のよい動きを見付けたり伝え

たりしている。 

◆順番やきまりを守り、思いやりの

心をもって誰とでも仲よくしようと

している。 

 

 

  



４ 全体計画（総時数２時間） 

  

主な学習活動 時間 教師の主な支援 ◆中心となる評価規準と方法 

○動画を見て学習の見通

しをもつ。 

 

 

○いろいろな転がり方を楽し

む。 

 

 

○転がる運動を全体で共

有する。 

 

 

○始めのあいさつをする。 

 

 

 

○準備運動、転がる運動

をする。 

 

 

○楽しくできる遊び方を選ん

で、多様な動きをつくる運

動遊びをする。 

 

 

 

○友達のよい動きを見付け

たり考えたりしたことを紹

介し合う。 

 

 

 

 

 

○学習のまとめをする。 

 

 

○終わりのあいさつをする。 

１ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 

（本時） 

 

○転び方の学習に関心をもつことができ

るように、感想を共有する。 

 

○転がる運動を安全にできるように、順

番やきまりを確認する。 

 

 

○いろいろな転がり方を楽しむことができ

るように、グループで運動をする場を設

定する。 

 

○友達への思いやりの心を高めることが

できるように、相手を尊重するための

礼を丁寧に行う手本を示す。 

 

○安心して活動ができるように、マットに

慣れる運動を取り入れる。 

 

○転がる運動を安全にできるように、順

番やきまりを確認する。 

 

○誰とでも仲よく楽しく転がる運動ができ

るように、２～３人で活動する場を

設ける。 

 

○友達のよい動きを見付けることができ

るように、頭を打たないことや体を丸め

ることをポイントとし穴埋めにして提示

する。 

 

○友達の動きのよいところや理由を紹介

することができるように、話型を用意す

る。 

 

○受け身の大切さが実感できるように、

投げ技の実演をする。 

 

 

○心を込めてあいさつをすることができる

ように、心を落ち着かせて黙想をす

る。 

 

 

 

◆順番やきまりを守り、思いやりの心

をもって誰とでも仲よくしようとして

いる。  

（観察） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆体のバランスをとる動きをして遊ぶ

ことができる。    

（観察） 

  

 

 

 

 
◆多様な動きをつくる運動遊

びで、友達のよい動きを見

付けたり伝えたりしている。 

  （観察・学習シート） 



５ 本時の実際（２／２） 
（１） ねらい  

楽しく安全に転がることを通して、友達のよい動きを見付けたり伝えたりしている。   
                                    （思考・判断・表現） 
（２）展開 

時間 学習活動と予想される反応 
学習 
形態 教師の主な支援と評価 

２ 
 
 
 
２ 

１ 始めのあいさつをする。 
 
 
 
２ 本時のねらいを知り、本時のめあてについて
考える。 
 
 

 

全 
 

 
 
全 
 
 
 

○友達への思いやりの心を高めることができるよう
に、相手を尊重するための礼を丁寧に行う手本
を示す。 

 
○学習の見通しをもつことができるように、前回の
学習を想起してめあてを考える。 

７ 
 

 
 
 
 
 

１５ 
 
 
 
 
 

 
 
７ 
 
 
５ 
 
 
 
 
 

 

２ 準備運動をする。 
・おへそ発見 
・ゆりかご 
・だるま 
・丸太転がり 
・前転がり 
 

３ 楽しくできる遊び方を選んで、多様な動きを
つくる運動遊びをする。 

 ・タッチでゴロン（ゆりかご） 
・フラフープでゴロン  
・なかよしゴロゴロ（丸太転がり、前転がり） 

 ・坂道ゴロゴロ（丸太転がり、前転が 
り） 

 
４ 友達のよい動きを見付けたり考えたりしたこ
とを紹介し合う。 

 
５ 学習のまとめをする。 
○安全な転び方のポイント 
○受け身の大切さ 
・頭をうたないように気を付ける 
・体を丸めるとけがをしない 

全 
 
 

 
 

 
 
グループ 

 
 
 

 
 
 

 
 
全 
 

 
全 

○安心して活動ができるように、マットに慣れる運
動を取り入れる。 

 
○転がる運動を安全にできるように、順番やきまり
を確認する。 

 
 
○誰とでも仲よく楽しく転がる運動ができるように、
２～３人で活動する場を設ける。 

 
○友達のよい動きを見付けることができるように、
頭を打たないことや体を丸めることをポイントとし
て提示する。 

 
 
○友達の動きのよいところや理由を紹介することが
できるように、話型を用意する。 

 
 
 
 
 
○受け身の大切さが実感できるように、投げ技の
実演をする。 

 

５ 
 
 
 
 
２ 

６ 振り返りをする。 
 
 
 
 
７ 終わりのあいさつをする 
 

全 
 
 
 
 
全 

○学んだことを実感できるように、大切だと思ったこ
とやこれからの生活に生かしたいことを振り返りの
視点として提示する。 

 
○心を込めてあいさつをすることができるように、心
を落ち着かせて黙想をする。 

 
 

楽しく安全に転がることを通して、友達のよ
い動きを見付けたり伝えたりしている。    

（観察・シート） 

あんぜんなころび方を見つけよう。 


